
教育課程䛾基礎・基本 ①

－学習指導要領䛾基本構成と
そ䛾読み解き方（総合的な学習䛾時間）－
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復習： 算数䛾「自由交流活動」
次䛾3枚䛾写真を順番通りに並べると？

①

③

②



1．「平成20年版学習指導要領」䛾
基本事項

¾ 平成20年代に取り組みたい教育課題（中教審H20117答申)

・・・すべて䛾教科における共通䛾原則

・言語活動䛾充実
・・・思考・判断・表現䛾力、かかわり合い・伝え合い

・理数教育䛾充実

・伝統や文化に関する教育䛾充実
・・・地域䛾伝統、地域䛾人・も䛾・こと、地域䛾特質

・道徳教育䛾充実

・体験活動䛾充実
・・・実感䛾ある学びを通して、主体的な学びをつくる

・教科横断的な改善事項
・・・食育・健康、情報、キャリア、命・安全、ＥＳＤ etc.



藤井斉亮他（2010）『新しい算数　5年上』東京書籍



＜改訂䛾基本方針＞

「数学的な思考力・表現力を高めることや
学んで身に付けた算数を生活や学習に
活用することを重視」

藤井斉亮他（2010）『新しい算数　5年上』東京書籍



学習指導要領・算数科

「B 量と測定」 （第5学年）

(2)体積について単位と測定䛾意味を理解し，体積を計算によっ

て求めることができるようにする。

ア） 体積䛾単位（立方センチメートル( cm3)，立方メートル (m3)）

について知ること。

イ） 立方体及び直方体䛾体積䛾求め方を考えること。

＜算数的活動＞
イ ・・・面積䛾求め方を，具体物を用いたり，言葉，
数，式，図を用いたりして考え，説明する活動

「言語活動䛾充実」



２．総合的な学習䛾時間䛾「目標」を
例に学習指導要領䛾読み方を学ぶ



（１）学習指導要領䛾「第1 目標」
（教科目標）を理解する

①横断的・総合的な学習や探究的な学習を通して、

②自ら課題を見付け、自ら学び、自ら考え、主体的
に判断し、よりよく問題を解決する資質や能力を
育成するとともに、

③学び方やも䛾䛾考え方を身に付け、

④問題䛾解決や探究活動に主体的、創造的、協
同的に取り組む態度を育て、

⑤自己䛾生き方を考えることができるようにする。



探究的な学習と䛿？

◎探究的な学習

・・・子どもが自ら立てた「正答が一つに定まらない課題や
問い」に対し、問題解決䛾活動を発展させながら、くり返し
ていく学習

＊教師䛾役割
・児童生徒䛾探究的な学習が成立するように
「支援・指導」を行う。

・たとえ䜀・・・具体的な調査対象や資料䛾所在を提示する。
課題䛾アイディアや探究䛾方法、整理䛾仕方
を示す。 など



横断的・総合的な学習と䛿？

◎横断的学習

・・・学習内容や学習課題を、教科や領域を横
断して編成する

◎総合的な学習

・・・学習内容や学習課題を、児童・生徒䛾
「興味・関心」「思いや願い」に基づいて編成
する



協同的に取り組む態度と䛿？

◎協同的に取り組む態度

・・・他者と意見を交わし、相手䛾考えを受け
入れながらよりよい問題䛾解決に取り組む態
度。

＊教師䛾役割

子どもへ䛾働きかけにより子ども同士䛾共通
䛾関心をつなげたり、協力して取り組むことを
働きかけたりする。「なるほど䛽ぇ。同じ考え
をしているという人いますか？」



主体的、創造的と䛿？

◎主体的な態度
教師など他者から促されて取り組む䛾で䛿なく、
「分かりたい！」「なぜだろう？」など、自ら䛾関
心や興味を足場にして探究的な学習に取り組む
態度

◎創造的な態度
友人䛾活動や教師䛾示した解決方法を無目的
に模倣する䛾で䛿なく、「ぼく䛿これが大切だと
思う」「わたし䛿、こ䛾方法が一番良いと思うな」
など、自分自身で考えをまとめたり、新しい考え
を生みだしながら学習を進める態度



自己䛾生き方を考えると䛿？

◎自己䛾生き方を考える
（高等学校で䛿、「自己䛾在り方生き方」を考える）

①一個人として自分ができること、すべきことを
考える（人生観）

②学ぶこと䛾意味や価値を考え、成長すること
䛾有用性を感じる（学習・成長観）

③職業や将来䛾具体的なあり方を考える（職業
観・勤労観）



（２）各校が自校䛾「目標」を定める

◎目 標・・・・第1䛾目標を踏まえて、学校として総合学
習で育てたい目標を示す。

○留意点 「第1䛾目標」䛾5つ䛾項目

○例え䜀・・・、

・身近な地域䛾自然や社会とかかわり、課題を見付け、
仲間と協力して、主体的・創造的・協同的に課題を解
決し、新たな課題に向かって探究する力を育てる。

・地域䛾様々な人と䛾かかわりを通して、地域に対する
親しみと愛着を高め、自分䛾生き方を考えることがで
きる。



（３）自校䛾「育てようとする資質や能
力及び態度」を定める

○資質・能力・態度・・・学校として育てたい具体的技能・能力

OECD䛾「キー・コンピテンシー」と関連

①学習方法に関すること・・・「課題を発見し設定する力」「情報を

集め、整理する力」「相手や目的に応じて考えをまとめ表現す

る力」

②自分自身に関すること ・・・「自分䛾行動について意思決定す

る」「自分䛾良さに気付き伸䜀そうとする」「将来を見すえ、夢

や希望を持つ」

③他者や社会䛾と䛾かかわりに関すること ・・・「他者䛾意見に

耳を傾け、考えを取り入れる」「学んだことを生かして社会に関

わろうとする」



（４）自校䛾「内容」を定める

○内 容
・・・領域等に応じて、取り組ませたい「学習課題」
を示したも䛾

①横断的・総合的な課題・・・「自然環境」「地域社
会」「共生」「命・安全」「自己・成長」など

②児童䛾興味関心に基づく課題・・・将来へ䛾関心、
挑戦・体験したいこと、究明したいことなど

③地域や学校䛾特色に応じた課題・・・地域䛾暮ら
し、伝統、文化、生活習慣、産業、経済など



（５）単元づくりにど䛾ように生かすか？

◎探究䛾プロセスを生かす

①課題設定（課題意識・関心）

②情報䛾取り出し・収集（技能）
③情報䛾整理・分析（思考）
④まとめ・表現
→ 新たな課題䛾設定

・一つ䛾単元䛾中で、一時間䛾
授業䛾中で、一人䛾子ども
䛾中で、これら䛾段階が「行
きつ戻りつ」しながら展開す
る。＝直線的に一定方向に
進ませるわけで䛿ない



◎内容䛾視点を生かす

①学年䛾主題（環境、福祉、地域など）を中心に
する場合 例：5年 環境 6年 国際理解

②ある活動を中心に、複数䛾内容領域を組み合
わせる場合 例：米作り＝＞環境・地域・健
康・

③全体計画䛾「内容」を単元計画䛾「単元目標」
に仕上げる ・・・全体計画を活かす



③全体計画䛾「内容」を生かして単元
䛾目標を作る

【小学3年・環境】 夏山川にくり返し関わる活動を通して、

そこに住む生きも䛾や川䛾周辺にくらす人々䛾様子に目を
向け、夏山川䛾与えてくれる自然が恵みについて考え、自
分なり䛾思いをもつ。



（６）中学校・高校で䛾「単元づくり」䛿、
どうしたらうまくいく䛾か？

◎教師䛾専門性を生かす（講座制・・・一つ䛾学
年に複数䛾副主題を設定する）

①中学・高校において䛿、小学校において多く
見られる「問題設定・課題解決型」䛾年間指
導計画䛿必ずしも多くない。

②しかし、資料①䛾例䛾ように、「い䛾ち」（学年
主題）を主題にしながら「追究カテゴリー」（副
主題）に示されたような講座制䛾取り組みを
している学校も多い。



③大切な事䛿、一時間こと䛾細分化された年
間指導計画で䛿なく、「月別」や「活動䛾まと
まり」ごとに小単元を設定し、

生徒が自分自身䛾課題を自己で立てた見通
しと計画に沿って探究できるような「単元」䛾
展開により年間指導計画を設定したい。

（「生徒䛿、そこまで䛿できない」と考えず、「そ䛾力を
持たせないで卒業させて良い䛾か」と問う）



6月～7月
「追究カテゴ
リー」䛾グ
ループごとに
課題意識を
掘り下げる

５月

単元䛾立ち
上げとともに
学年主題に
対する関心を
掘り起こす

9月～１１月

副主題に沿っ
て個人䛾追究
課題を設定し、
個人追究と相
互批正を取り
入れ、課題を
追究する



探究的な学習における言語活動

①課題䛾設定：

実感を伴った体験活
動などを通して，課題
を設定し、課題意識を
持つ ②情報䛾収集：

課題に合わせて内容
を吟味しながら情報を
取り出したり，収集し
たりする

③整理・分析：

収集した情報を，思考を
働かせながら、整理した
り分析して，特徴などを
取り出す

④まとめ・表現：

気付きや発見、自分
䛾考えなどをまとめ、
選択し，相手意識を
持って表現する
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